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要 旨   

本研究事業で且イ膵肋珠榔恒相戦啓附端用し，人ノ＼〃）やさしい拙凱を■した椅／誹デザイン「即さ宣′子㌻い 5種9   

如〕試作品を製作した、開発に先）ナって、バリー）7－7リーお上びユニバー寸′こ／デザイン胤垂直情報服潔いし∴1J射患家具叔′淳  

／、＼げ）調査を子ト）た。  

／〕た．そして，設計■強亀田からハ検討十両設計を凝て，  

試作を行／一〕′J二▼   

家具強度試闇豆コーーザビリティの検証に／ついては，商  

品化に向けて欠かせない項トトごあるため，引き続き′鼻施  

しノこいくJ′′定 であろ   

人Eかな開鰍ノ）流れご土，卜言己ル襲昌一さ一間寮巨）丁し二7セス／を  

参照Lごまノンー⊃いたい  

1． 目 的   

＝田玖珠地域は仁和ノ珂キ定産業集積叫舌性化に閲rjろ  

地域に指定され∴平成11隼度ヒり「地域産業集積中′卜  

企業活性化事業く を実施Lている．   

RⅢ′家具業界は低迷から川悦川を、大消費地で爪見本  

市開催など新しノい流通経路〝）開拓に上り打開しノ1二うヒ  

Lているが，長引く不況と輸八軒矧晶の増大など∵上り  

困難な状況にあるく しかL，根底にある低迷の原国号  

変化してきた消費者ニースとのギャップから来ろ商品  

魅ノ」の鈍化が大きいのごトヒないかと思われる・   

こ（プ）ため最も重要／亡課題は，地域特性を生かLた新た  

な商品間発に取り組む必要に迫られていろことごある・   

そこで地域産什であろスギ・ヒノキを用いた′家具？宇tノ）  

木製品げ〕開発を行い，地域素材と技術に上る地瀕特産晶  

の創浩二上り，＝田玖珠地域り）木製品製造業の活性化を  

目指す事とLた．  

2． 事業内容   

2．1製品開発の手順   

平成」7年僅から，＝F臣ノ〕家具企業ノ＼導入／をし￥卜Jてい  

くょう計画している，一般的な製品開発イセセJ∴∬ト  

て開発を進めた亡   

夫ず，車上針／）情掛収集を行い，社会環境J〕分析お上び  

市場での問題点や消費者ゾ）需要に／ついて分折を十h＼7  

イテJ、やクーゲノト，想定市境などを検討した・   

次に∵重要な牒相打）ベースとなろ農本コンセプトを検  

討し決定した亡   

従来品や競合品と比較して〝〕改善・改良・優位性に留  

意し，製［1占コンセハ、を練って，多数（ノ）アイデア展開を  
行った．そのアイデアから商晶化を見据えて企業ヒとそJ  

に選定し，デザインワークとしてスケッチで即見化を－子J二  

製品開発プロセス  

ンセプトの  

ザイ ンワ脚ク  

●  

凰  

市  場  導  

1ご1g1製品関東ノ［7セス   

2．2市場と消費者の情報収集   

家左し∴「針ニjろ情報及び技術情札「†機動向ソ）把抗主とし  

て以‡り需粧紅を行った  

ペストインテリアショー川横浜   

ベストインテリアシコ、－一1‖横浜においこ，「＝軒表具業  

界び）新作′家具と他県産地〃）新作家具とソ）比較に上り，今  
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後の＝旧家具業界叫謂発指培および甘所製品開発指針  

〔ハため｛ノ）資料とした．全体〔ノJ】↓」1工，こ一物は 脚モ）の」といわ  

れるソファーセ ノトとダイニングセット，ニたっ，それ  

と 符号Jrハ」といわれる食器棚、ローポー¶卜， サイドボ  

ー、ド、／ヾッドなと、ごあ／）た．   

一般′未褒向け〔ノ）桔トけ場合、ユニ′ミ「一サルデザインヒ  

椅jこは結び／〕きにくいからか∴未開拓の分野であり，椅  

Jタやソファーし／りトトズ㍑標準的成人だニナを対象として  

いる．  

ニノノ）展ホ会は．重－くから 全ノL州ノ家具展」とし／こ福岡  

で開催されていた．しかし，近年げ）販売不振対策に販路  

拡人ろご氾／）て，大消費地東京近遡サ増減■iミ抹げト ！二務店  

等の住′宅間係び）事業所，専門店を対象こ，販宣促進のた  

ぎ）昨隼かヰ車失に展示会を持っこいったということで  

（を）る．昨年と違うぷ∴L圧州以外のメーカー、、からげ〕出促  

が増えたことがあげられるが，／㌻後加帖ノ〕′家具というこ  

の展示会県特徴が矢木れた易含どうなるぴ）か，やや気が  

かりごあろ．  

以レハ上ウキ州」竿以外にも情報／を提供しごいただき，  

軋域産業集積中小企業活照化’1手業ノ）デザイン質料と守  

るだりでなく′ ′津締）「＝」」家具業料理濁隠指導および  

当所製謡」開ヲ封竃針（ノ）たぜ）ぴ）資料とした   

ただ，ユニパーサ′レデザイン∴細心しノた′京王‡f仁王だ  

少7こく、ヌ文んげ）純化〔叫悠1題なのか，検討が必貸であろ、  

し∴小し，／ナ後ユニバー「サルデザインは重要な指針1ノ言  

るであろう 

も 百貨店＼有利肯 等公共彗潤対）調香   

什掛音 病院など紆公貯組閣にけ，を苦男女 子供  

からお年寄り主でさまざまな人が集ま畑 †木憩のた琉  

や待合室で妄一丈棉j′一やソフプノーが設置されていろ‘   

二〝）ような公共空間で使用1る椅子のサイズ上土標準  

的成人だけを対象とLており，標準サイズからご王ずれ  

ろ人やr一供，高齢計等け対象ヒしノこいないことこが あ  

らたゲ）ご調査で実感できた．   

2．3 テ皿マ】アイテム設定   

↑後，R本は高齢化社会へと移h一しノ〕／つあるが、経済  

勤向，消費動向，生活者▲意識ブ 慮業構造などソ）社会環境  

が大きく変化するニLが予想されろ．快適ノご高齢化社会  

を構築するFがかりにプごる〃）が ユニパーサ′ンデ・げイ  

ン」お上び∵バリアフリーん－デザイン」 である．そいため  

拝礼〔子J「い射射掛川軋人か確実視されている（けig∴う）  

fTlg．2 ベストインテリアショーjIl横浜  

財団法人共用晶推進機構   

（肘）共用品掩進機構ほ事務所と共用品〝〕展ホ主に  

より構成されていた．   

粗相品白共用サービスとほ何か，ユニバーーサルデザ  

インとはどう異なるのか等について，質問を行1た．  

臣回答苫 共用最パ）定義は 身体的な特性や障ノ害にかか  

わりなく，上り多く（ハ人々が共に利用Lやすい製品㊤  

施諾ぃサービス」ということで，下記のような原則を  
設定している 

1多様な人々げ）身体中知常特座主牒宜しやすい   

2．視覚。l徳覚辱触覚／ごど複数で7）ん‘法にとり，わかり  

やづ一くコミュニケーションできる   

こう【席感的でわかりやすく，心理負担が少なく操作申  

利用ができる   

L弱い力で扱えるト移動∴接近が楽など＼身牒的負  

担が少なく，利用Lやrj、い   

5．素材■構造D機能一 千順由環境などが西山鼓され，  

安全に利用できる  

ドig∴与 兵用言L巾場規模び）推移 川円丁業新衝き）   

二mような調蜜結果をふ 去えて 県蔵相を使／つた新  

たな木製品開発」をテー∨－マとし′て，「ユニバーサルデザ  

イン的指向」ぐハ特徴を持／）た椅 トソフ7－¶関連｛ハアイ  

テムを開発すろこととし′た．   

2．4 タ皿ゲットの設定   

ユニバーサルデザインを視点卜するLターゲット県  

設定がむずかLくなるれ 完全にナべこ（ハ人」を・対象に  

すかハごトト可能であり，特に体格が大きく「H係する椅イ  

やソファーの開発では大きな壁ヒして立ちふさがる．   

Lかし，サイズだけが椅「の要素でさ士〆ごいことにキロ  

し，他の要素ら考慮して 人へ〝）やさLい配慮」を念頭  

に置いてデザインすれは完璧なユニバーサルデザイン  
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2 7 試作および考察  

作成 j守れれ∴基／）き1三業り†‘ナノ「ト行け′ト行い′′‘∴小  

にご主：tご遠くこそ）、往三ミヤ人ノ〕役に、二〔二こるう∴りニインがで  

きてくろ王考え，上り多く（ノ）人」′を′クーゲ、ソト∴進め  

ろこととLた‘具体的にご上，個々（ハアイデア：こおいてク  

ーケリト／を想定づ「る．   

2．5 コンセプトの確立   

開発慄㍑］仝体J）べ－一スとなろ基本コンセプト（特徴ぢ  

提案）を検討しノ，卜記〔′）よう∴主とゲ）た．  

⑳「人へのやさしい配慮」をしたデザインの椅子   

＝従来品より使いやすい，「ユニバーサルデザイン的  

方向」の特徴を持たせる  

⑳ 自然素材である県内産のスギを活用する   

個々ノ）デザインにおいこごt，上り封郎勺な製誹，コンセ  

フノトを設定し／た．詳細ご土試作（ノ、）填で表記すろ．   

2．6 デザインワ仙ク   

製ふコンセプトを検討しノ，卜記スケッチゾ）とう／㌧多数  

び）アイデア展開を行った．商【【，ごコ化に結び／〕きや寸いアイ  

デアを試作企業ととらに選定し進れト   

そしノて，設計。強度面か言〕し叫童討り垢乳汁を経こ，試  

作を行／〕た．  

う椎ミ）小畑試作を行ノ）  

試作錯0一 玄関椅子（靴着脱用）  

卜1g。6 試作＼（）．1玄関栢イ  

∠ ㌫こ  

二㌔－iJ  
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空
 
等 勇  

㍉録  
、≒．｝（帯 j  「1g．7 靴〃り調和ハ穣F  

◎製品コンセプト（特徴8提ノ稟）   

玄関こ，高齢肯か＼Hiしノ人れ可能ち：足乗せ板」に足  

を置き，楽に靴〔ハ右脱ができる－  

⑳従来晶や競合L－こJと比較してげ〕改善∴優位性  

／ト去でノ）製描一にない発想ヒLrr，足乗せ板」を咋咋  

度考案tノた。高齢飢ことって苦痛な前混みの姿登滝とら  

ずに，足を足乗せ板に置き，靴／㌢軋二着脱できる．商混一  

化に向けて～ 廿し入れ「寸推′悠足乗せ板」と「強度面」，   

省スヘース」、「スタイリング」〔ハ改良を子f／〕′′二．  

（2）試作NO．ト・2 バッグテロブメ♭  

Fig．′1アイデアスケッチの一部  
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ド1g，パ 試作＼（〕【12 バッグナーブル  Fig。5 設計軋毎  
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＠牒択一「’Jコンセプト（特徴。提案）   

試作N（）．上狛Ⅵ椅子（ノ）オプションアイテム．  

玄関桔J二〃〕性㈲時に，／しノダて如け荷物や靴を置くたぜ）〔ノ）  

fTである 

◎従来品や競合品と比較tノての改善・優≠漑   

よ閑に荷物置きがあるとたい／＼ん重′三十るのだが，専  

昭の商品は少なく，靴の着脱‖寺に靴を置く叫二手）役に、⊥′  

／つ  

（3） 試作NO．2 大人も子供もソファ岬  

（5）試作NO．4 あぐら＆正座椅子  

ト豆．il試作M）．iを）ぐら〕＆1卜座椅子  

⑳「甘発製晶－1ゾ）コンセット し特徴堰堤案）   

暑〃）生i舌と巨1じ」二う∴二 青ぃぐ立上、で 正座」ご座るこ  

とができ、L′いも椅トごあるたれ 器に比べ楽∴、王／〕ニ  

ヒができる－  

⑳従来品や競合「晶と比較し1ごゾ）改譜e優位坐   

市販品ごあぐレニ〕川J〕椅f十ヒあ／つたが 汗与吏圭ごできる  

椅子仁王，今主∵ご（ハ製占ムにない発想ヒし、える．  

通常ゾ）座り方をする場合さi，座面奥行きが探いため，ク  

ッションで捕う‘  

3． まとめ   

木研究事業では，主にスギ材を活増し／，人へのやさしノ  

い配慮をした椅子pテー∵ブル（けデザイン開発を行／／てき  

た．′津中黒射掛け上うな視点で聞牒した家具持去たノん＼な  

く，高齢化社会におけろ人きな潜在的ニーズに応えるも  

げ）である．   

今後，「＝軒家具業界に十㌔ ユニバーサルデザイン，バ  

リアフリーデザインなど，特徴〃〕あろデザイン，使いや  

すいデザインヘ目を向けて，従来び）ありふれた商品から  

の脱皮を図／〕て，上り発展して≠）レ、⊃いたい   

R町家見業界でご土，海外からぴ）輸人材が多く使われて  

いるがヲ今後の生態系に関わる森林伐採問題は先行き不  

適し什ごあるたれ持続的循環型である人分県席サスキ材  

を家具製品に活用1、る道をとも∴探／〕 ていきたい   

商晶化をぜ）ざし，デザイン段階ノシJJ企業と検討を繰り  

返Lてき／二二び）で，而「㌔～ー化注目前である】今後，家貝強度  

試験を実施後，強度的に弱い箇所をリデザインL、市場  

の反宣ぺ雄齢甘後 商品化を図ろr′走であろト  

Fig．9 試作＼∩．2 大人むrイ共もソファー  

⑳開発製J－こ－のコンセプト（特徴∵提案）   

人人だけでなく，子供も座りやすくなる上うに，クッ  

ションを跳ね上げ，座面高と触新興子j二きを変えられる仕  

組みのソファー一にする．  

●従来品や競合品と比較しての改善・優位性   

座而高や座面奥行きを変えられるソファーは，消費者  

に射して大きな訴求点になろ．  

（4）試作NO．3 スギ軽量スタッキングチェア   

F転10 孟軒い（）．3 スキ軽量スタソキングチ ェア  

◎開発製品♂）コンセプト（特徴り船室）   

高齢者やナ甘 身障者など，ノ」が〔コ飢、人で≠），運びや  

すくするため軽量化を図り，またスタ、ソキングできる工  

う設計したので整理収納しやすい．  

0従来品や競合品と比較しての改善・優位性   

庵面に優れた弾性材を使用し，ウレタンを使わないご，  

座りやすさと軽量化の両立を図／つた．  
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